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動　　　向

　検診車による子宮がん検診は、昭和４３年度から神

奈川県の委託事業として開始され、昭和４７年度から

横浜市より委託が開始された。また、老人保健法施

行に伴い、昭和５８年度から実施主体が神奈川県より

市町村に移行し、今日に至っている。

　検診内容は、診察と子宮頸部からの細胞を採取す

る細胞診検査である。横浜市立大学、日本医科大

学、北里大学、東海大学、聖マリアンナ医科大学の各

医学部産婦人科医師が担当し、当協会では細胞診断

と検査成績の作成・通知・追跡管理等を行っている。

　検診の内容、ならびに精度管理については、「子宮

がん車集団検診実施検討会」（構成メンバーは上記各

大学及び県立がんセンター、事務局は当協会）にお

いて検討されている。なお、本年度の車検診では、

子宮体がん検診の実施はなく、頸がん検診のみ実施

された。

子宮頸がん検診結果

　２００６年度の車集検受診者の総数は１８，９５３名で、昨

年度の実績より２１名減に止まった。受診間隔が２年

に１度に変更された影響が懸念されていたが、関係

各位の熱意と検診開始年齢が２０歳以上に引き下げら

れ、若年者の受診が加わったせいであろう。年齢階

級別では、６０歳代が最も多く、５０歳代、３０歳代の順

である。３０歳未満の受診者は８０８名、４．３％で、昨年

の２．７％を上回った。また、５０歳未満の若年層の受

診者は３５．５％を占めていた。初診受診者率は３０．２％

で、昨年より４．１％上回った。うち若年者の割合は

３０歳未満１３．３％、３０歳代２９．５％と高かった。細胞診

クラス分類では、細胞診クラスIIIa以上の要精検者

は６３名（０．３３％）、クラスII要再検者は５７名（０．３０％）

だった。両者合わせた要再検・精検率は０．６３％であ

る。なお、昨年は０．７６％だった。再・精検実施率は平

成１９年７月の時点で、８８．３３％、うち精検者８７．３０％、

再検者８９．５０％だった。

　発見癌のうち頸癌は１０例（上皮内癌８例、Ia期癌

１例、III期治療後１例）で、早期癌が９０％を占めて

いた。頸癌発見率は０．０５％（初診者では０．１０％）で、

年齢階級別では３０歳未満はなく、３０－３４歳０．２１％、

３５－３９歳０．０６％、４０－４４歳０．１２％、５０－５４歳０．１３％、

５５－６４歳０．０３％、６５－６９歳０．０４％だった。初診者の

多い若年者で高い頸がん発見率を示した。

　発見された異形成は２８例（軽度１６例、中等度８例、

高度４例）で、異形成発見率は０．１５％である。年齢階

級別では、３０歳未満０．１２％（２０－２４歳では０．７１％）、

３０－３４歳０．３５％、３５－３９歳０．３０％、４０－４４歳０．３１％、

４５－４９歳０．３４％、５０－５４歳０．１３％、６０－６４歳０．０６％、

６５－６９歳０．０４％、７０歳以上０．１５％だった。初診者か

らでは、異形成の発見率は０．２４％と一層高く、年齢

階級別では３０歳未満０．１３％（２０－２４歳では０．７４％）、

３０－３４歳０．４４％、３５－３９歳０．２６％、４０－４４歳０．４４％

などと、若年者に極めて高く、検診の必要性が再確

認される。

　細胞診クラスII再検は協会の特異的な分類である

が、再診受診者５１名から４例（発見率０．０２％）の軽

度異形成が発見されている。

　例年見つけられている子宮頸癌以外の癌は、本年

度は発見されなかった。

　年度別統計では、車集検の受診者は年々減少を示

しているが、本年度の受診者はほぼ昨年並みで下げ

止まりとなるよう期待される。近年では頸癌と共に

異形成の発見率が急上昇していた。幸いなことに、

昨年度は両者の発見率は低下傾向を示している。

評　　　価

　以上、本年度に実施された検診は、適正に処理さ

れる実績を示した。

　平成１６年から子宮がん検診が見直され、２０歳以上

の婦人に２年毎に実施されるシステムとなった。ま

た、横浜市での車集検が中止された。このような変

動期にあって、昨年度から車集検の受診者が激減し

たが、本年度の実績は昨年度のレベルを維持するこ

とが出来た。また、２０歳代の受診者が初診者の中で

１３％を占め、また異形成の発見率も高かった。これ

は新しい傾向であり、若年者への子宮がん検診実施

がいかに有用であるかを実証できたと言える。今

後、若年者の子宮がん検診受診の意識が車集検を通

じて涵養されること、さらには他の検診システムも

含めて若年者の検診が広く普及することを期待した

い。

　平成１９年にがん基本法が施行された。本法では、

がん検診とその精度管理の重要性が指摘されてい

る。車集検での年次集計は、子宮がん検診の精度管

理の先駆けとなろう。

子宮がん検診（車検診）

関係の集計表は８６頁に掲載




